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要旨

本論文では、留学生に対する日本語学習方法としてインターネットの閲覧ソフトである

ＷＷＷブラウザを利用した漢和辞典検索システム構築の方法を提案する。

４．データ

データはYDIC6および、Ydicbus7を利用する。

これらのデータは、ネットワーク上で広く配

布されている8．

ＹＤＩＣのデータの構造は次のようになってい

る。

－，1,0,1,1,’

七,1,1,2,3,6

丁,1,1,2,4,2

（以下略）

コンマで区切られたフィールドはそれぞれ、

次のような内容である。

１漢字

２所属部首の部首番号

３部首内画数

４総画数

５「新字源」（角川書店、常用漢字版）番号

６諸橋轍次「大漢和辞典」（大修館書店、

旧版、索引篇所載の補遺は除く）番号

Ydicbusの形式は次のようになっている。

（前略）

ノ４/１

乙5/１

」６/ｌ

（以下略）

それぞれ、「１部首をあらわす漢字・Ｚ部首番

号.（区切りのスラッシユル３部首の画数」

である。

ＹDICについては漢字をキーにした連想配列

１．０ｓ

漢和辞典検索システムの構築におけるＯＳ

(オペレーティング・システム）には、FreeBSD

を使用する。FreeBSDは、カリフォルニア大学

バークレイ校がリリースした4.4BSD-liteをも

とにしたコンピュータ用のＢＳＤＵＮＩＸオペレー

ティングシステムである'。

2．ＷＷＷサーバー

データをインターネット上で公開するための

ＷＷＷサーバーには、Apacheを使用する2。

３．perｌ

データを処理する言語にはperlを使用する。

これはLalyWallが開発した、テキスト処理に

優れた能力を発揮するコンピュータ言語であ

る3．オリジナルのPerlに日本語処理のための
パッチをあてる４．

また、処理速度の向上のため、Apacheにperl

をモジュールとして組み込んだmod-perlを使

用する5．

データベースの形式は、ＵＮＩＸシステムで標

準的に使われているＤＢＭ（データ・ベース･マ

ネジメント）を利用する。perlのＤＢＭには現

在五種類のＤＢＭモジュールがある。本論文で

は、その中でももっとも柔軟性が高いDB-File

モジュールを使用する。これは、BerkeleyDB

にアクセスする、キーと値の長さに制限がな

い高機能なモジュールである。
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を作成する。Ydicbusについては部首番号をキー

にした連想配列を作成する。部首番号とは、

｢康煕字典」（｢新字源｣、「大漢和辞典」も踏襲）

の２１４部首を１から順に２１４までの番号で示し

たものである。

BerkeleyDB形式のファイルを、「KANJI」と

いう名前の連想配列に結びつけるという指定

をする。９行目では、ＹDICデータの第一番目

のフィールドである漢字をキーにした連想配

列を作成することを指定している。

このプログラムの実行により、漢字をキーに

した連想配列のデータベース「ydic-dhdat」が作

成される。

(2)YdicbusのＤＢＭデータベース作成プロ

グラム

５．手書き認識

パーソナルコンピュータの事実上の標準ＯＳ

であるWindows95（ＮＴ）に添付されている

MS-IME97を併用すると手書き文字の認識が行

える。読めない漢字の形をマウスでなぞるこ

とにより、「大漢和辞典」「新字源」の漢字番

号を知ることができる。また、部首、部首内

画数により、両辞典以外の辞典の検索も容易

に行える。

ｌ：ｕｓｅｌｌ８Ｎ::Japanese；

２：ｕｓｅＦｃｎｔｌ；

３：ｕｓｅＤＢ－Ｆｉｌｅ；

４：ｔｉｅ９６ＢＵＳＨＵ，ＤＢ－Ｆｉｌｅ，“ｂｕｓｈｕ－ｄｂ．

。at,，，Ｏ－ＲＤＷＲＩＯＣＲＥＡＴ，0644；

５:while（<>）（

６：ｃｈｏｍｐ；

７：＠data＝split(Ｍ/)；

８：＄bus＝shift(＠data)；

，：＠data２＝split(/(\Ｄ+)/,＄bus)；

１０：＄ＢＵＳＨＵ｛“$data2[2]”）＝

“$data2[1]'，．‘‘．“$data[O]'，；

１１：｝

１２：ｕｎｔｉｅ９ｍ６ＢＵＳＨＵ

６．プログラム

(1)ＹＤＩＣデータのＤＢＭデータベース作成プ

ログラム

(2)YdicbusのＤＢＭデータベース作成プログ

ラム

(3)漢字検索プログラム

(1)ＹＤＩＣデータのＤＢＭデータベース作成プ

ログラム

４行目で「bushu-dMat」というBerkeley

DB形式のファイルを、「BUSHU」という名前

の連想配列に結びつけるという指定をする。７

行目では、部首データをまずスラッシュの部分

で分割するという指定をする。９行目で部首を

あらわす漢字と、部首番号に分割する。１０行

目で部首番号をキー、部首をあらわす漢字と

部首の画数を値とした連想配列を作成する。

このプログラムの実行により部首番号をキー

にした連想配列のデータベース「bushu-dh

dat」が作成される。

(3)漢字検索プログラム

１：ｕｓｅｌｌ８Ｎ::Japanese；

２：useFcntl；

３：ｕｓｅＤＢＦｉｌｅ・－９

４：ｔｉｅ％ＫＡＮＪＩ，ＤＢ_File，“ydic-db．

｡at,,,O-RDWRIOCREAT,0644

5:while(<>）｛

６：ｃｈｏｍｐ；

7：＠data＝split(/,/)；

8：＄kａｎ＝shift(＠data)；

9：＄ＫＡＮＪＩ｛“$kan''｝＝“＠data，'；

１０：）

１１：ｕｎｔｉｅ９６ＫＡＮＪＩ

１行目では、日本語を扱う指定をする。３行

目ではBerkeleyDBファイルにアクセスするよ

う指定する。４行目では、「ydic-dMat」という

1：ｕｓｅＣＧＩ；

2：ｕｓｅｌｌ８Ｎ::Japanese；

3：useFcntl；
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４：useDB-File；

５：ｔｉｅ９６ＫＡＮＪＩ，DB-File，

“ydic-db.。at，，，Ｏ－ＲＤＯＮＬＹ,0644；

６：ｔｉｅ９６ＢＵＳＨＵ，DB-File，

“bushu-db.｡at，,，Ｏ－ＲＤＯＮＬＹ,0644；

７:＄query＝ｎｅｗＣＧＩ；

８:print＄query->header，

９： ＄query-＞startｈｔｍｌ(-title=＞

‘漢字検索，），

１０： ＄query-＞startform，

１１： “<CENTER><H3＞漢字検索

く/Ｈ３＞</ＣＥＮＴＥＲ＞''’

１２： “漢字を一文字入力してください:''’

１３： ＄query->textfield(-name=＞

‘kanji，，‐size=>5,-override=＞1)，

１４： ＄query->submit(-value=＞`検索，,)，

＄daikanwa</font>''’

32：＜p＞「新字源」の番号:＜fontsize＝
“

＋２color=blue>$jigen</fOnt>''’

３３： “<P>部首:＜fOntsize=+２color＝

blue>$bushu-moji</font＞

＜br>(部首の画数:＄bushu-

kakusuu)(部首番号:＄bushu）

＜fontsize=+2>(部首内画数：

＄bukaku)</font>''’

３４： “<br＞総画：＜fontsize=+2＞

＄sokaku</font＞'，；

35：｝ｅｌｓｅ（

３６： print“<hr>漢字を一文字入力してく

ださい，，；

37：｝

38：）

３９：ｕｎｔｉｅ９６ＫＡＮＪＩ；

４０：ｕｎｔｉｅ９６ＢＵＳＨＵ；

１５： ＄query-＞endｆｏｒｍ；

１６:ｉｆ($query->para、）（

１７： ＄kanji＝“'’

１８： ＄kanji＝＄query->para、

（`kanji，）；

１９： ＄sonota＝＄ＫＡＮＪＩ（“$kanji，，｝；
２０： ｉｆ($sonota）｛

２１： ＠row＝split(//,＄sonota)；

２２： （$bushu,＄bukaku,＄sokaku，

＄jigen,＄daikanwa)＝＠row；

２３： ＄bushu-sonota＝$ＢＵＳＨＵ

｛＄bushu)；

24：（$bushu-moji,＄bushu

kakusuu）＝split

（//,＄bushu-sonota)；

２５： ＄maki＝１；

２６： ｉｆ($daikanwa＞1449）｛

２７： ＄maki++；

２８： ｝

２９： （中略）

３０：print“＜fontsize＝＋４color＝blue＞

＄dbname</font><hrwidth=8％

align＝left＞''’

31：“｢大漢和辞典」の番号:＜fOntsize=+２

color=blue>$maki巻く/fOnt＞の

くfontsize＝＋２color=blue＞

１行目は、ＷＷＷサーバー上でperlを使用す

るためのインターフェイスを呼び込むための

記述。５行目、６行目は、先に作成していた漢

字データベースと部首データベースを開くた

めの指定。１６行目以降が、実際に漢字が入力

された場合の処理プログラムである。１８行目

で、入力された漢字を変数＄kanjiに保持する。

19行目から２２行目までで、入力された漢字に

関する「所属部首の部首番号・部首内画数・

総画数・「新字源」の漢字番号・「大漢和辞典」

の漢字番号」をそれぞれの変数に保持する。２３

行目と24行目で、入力された部首番号をキーに

した部首に関する値（部首の漢字・部首の画

数）をそれぞれの変数に保持する。

２５行目以降は、表示に関わる処理である。

26行目では、「大漢和辞典」の漢字番号をもと

にして、巻数のインクリメントを行っている。

35行目から３７行目は、漢字以外の文字が入力

されたときのエラー処理である。３９行目と４０

行目でデータベースファイルを閉じる。
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７．まとめ

ＷＷＷを利用した漢字検索の実現により、

まったく読めない漢字の検索が容易となる。

また、手書き漢字認識ソフトとの併用により、

漢字の画数や部首に関して十分に知識を持た

ない日本語学習の初級者にも容易に漢和辞典

を検索することが可能となる。

例えば「名」という漢字の検索結果は次の

ように表示される。

massangeana(199D

7Ydicbusは、豊島正之氏の制作になる漢字の

部首のデータベースである。

copyright（Ｃ）MasayukiTOYOSHIMA，

１９８８．A11rightsreserved

8配布の要領は次のとおり（データの添付文書

Ydicdocより）｡

「本字書は、営利・非営利を問わず￣切の利

用・複製・頒布は自由である。但し、複製物、

又はそれを部分として含むデータ／ソフトウ

ェアの再頒布を、如何なる形でも妨げてはな

らない｡」

，期間は1998年９月までとする。

名
「大漢和辞典」の番号:２巻の３２９７

「新字源」の番号:977

部首:口

(部首の画数:３)(部首番号:30)(部首内画

数:３）

総画：６
(なみひらはちろう国際文化学科助教授）

ＷＷＷを利用した漢字検索システムを次の

URLで公開する，。

http:/／bsdics,meio-u・ac・ｊｐ／

perl／kanji4cgi

lFreeBSDは次のURLで保守されている。

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ､freebsdorg／

2Apacheは次のURLで保守されている。

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ・apacheorg／

3Perlは次のURLで保守されている。

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ・perLcom／

4Japanizationpatch4byYasushiSaiｔｏ，１９９６

ModifiedbyHirofumiWatanabe，１９９６，１９９７

jperl500404-971016EUCversion

5mod-perlは次のURLで保守されている。

http:／／perLapacheorg／

６ＹＤＩＣは、豊島正之氏らの制作になる漢字デー

タベースである。

ＹｄｉｃｂｙＳＫｉｎｓｕｉ,Ｋ・Furuta,Ｍ・Ｔｏｙｏｓｈｉｍａ

（1988),basedonJISXO208-1983

revisedaccoｒｄｉｎｇｔｏｔｈｅｓｕｇｇｅｓｔｉｏｎｂｙ
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